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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県大田原土木事務所河川砂防部 2008-07-22 ～ 2008-09-19
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223.49 1.50 1.50

埋土
(FI)

218.24 5.25 6.75

砂礫
(GS)

217.09 1.15 7.90

粘土質砂
礫
(GSC)

212.62 4.47 12.37

粘土混り
砂礫
(GS-C)
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中
ぐ
ら
い

中
ぐ
ら
い

密
な
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な

0.25m迄、礫径10から70mm主体
。
0.25mから擁壁裏込め材。コンク
リート質砂礫。コア長5から
10cm多い。

礫径10から50mm主体。
礫種は円・亜円礫主体。
間隙は粗粒砂充填。
含水比は下位から中位。
3.35mより含水比は高位となる。
漏水、崩壊激しい。
5.50mより礫径2から50mmの礫主
体となる。
コア長50mm程度の玉石点在する
。

礫径2から30mmの円、亜円礫主体
含水比は下位となり、礫間粘土分
多く混じる。
風化礫混じる。

礫径2から50mmの円、亜円礫主体
礫間粘土、粗砂、風化礫にて充填
含水比は下位から中位。
コア長50から100mm程度の玉石所
々混じる。
9.00mより固結状となり締まる。
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